
「消費生活」に関連する市民グループとの
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「 市 長 と ふ れ あ い ト ー ク 」 発 言 に 対 す る 処 理 方 針

番号 発言者 関係部局

1 消費生活
研究会

女性

① 　最近、桜島が活発に噴火をしてい
る。
　克灰袋の収集について、急な坂の地
域では一人暮らしの高齢者が指定場所
まで持っていくのは苦痛になっている
ので、収集方法等を検討してほしい。

① 　桜島の爆発回数が記録的に増えており、
降灰量もこれまで以上に増えていて、皆さ
んお困りのことと思います。
　克灰袋の収集場所については、それぞれ
の地域で場所を決めていただいて、そこに
市の収集車が回収に参ります。
　今、お話のありました坂道とか、高齢者
の方々が持っていけないという地域につい
ては、地域の方々と相談させていただい
て、持って行きやすい所に収集場所を設け
させていただければと思います。

建設局 ※市長回答のとおり

2 消費生活
情報連絡員
ＯＢ会

女性

② 　自主学習グループで活動していて、
今、起こっている消費者トラブルの情
報を常に知ることができる環境は、防
御につながると実感している。
　消費生活センターから、携帯電話や
パソコン等を通じて「ＡＢＣ消費者情
報」を配信しているが、ＩＴ機器を
使っているので、高齢者をはじめ、そ
ういう情報が発信されていることを知
らない方が沢山いるのではないかと思
う。
　市民がこのような情報をもっと取り
入れられるように、例えば、町内会を
通じてといったような方法を検討して
ほしい。

② 　このメールマガジンについては、地域包
括支援センターや老人クラブ連合会などに
対して、メールの他にファックス等で情報
提供を行っており、見守り機能強化の手段
として活用しています。
　また、消費生活センターでは、市内の全
域にわたって、町内会や老人クラブの皆さ
んの要請に応じて出張講座を行っており、
そこで、メールマガジンを配信していると
いう情報はもとより、その他の様々な情報
を、そういった場でお話しています。
　今後とも、今、お話がありましたよう
に、地域でまとまりのある会合等に積極的
に出向いて、機会を捉えて市民の皆さんに
メールマガジンやファックスで情報発信を
行っていることを、お伝えしてまいりたい
と思っています。
　常に市民の皆さんに知っていただくとい
うことが重要ですし、そのことが消費者対
策にも繋がっていくと思います。

市民局 ※市長回答のとおり

日時：平成２２年１０月２５日（月）１８：００～１９：１５
場所：消費生活センター

発　言　内　容 市　長　回　答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等
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3 ナチューレ

女性

③ 　市電は均一料金なので谷山から鹿児
島中央駅まで160円で行けるが、バス
は段階的に料金が上がっていくので、
伊敷方面など（市電が通っていない地
域）にお住まいの方からは、不公平で
はないかという声も聞く。
　市電の料金設定について、見直す考
えはないか。

③ 　交通局はバスと電車を運行しており、経
営は大変厳しい状況にありますが、電車は
環境にやさしく、定時性が高いことなどか
ら、利便性の高い公共交通機関として多く
の皆さんに親しまれています。
　市電については、これまでも均一制の運
賃体系をとってきており、多くの皆さんに
乗っていただいているので黒字になってい
ます。どこまで乗っても160円という今の
料金体系は、市民の方々にも浸透していま
すので、今後も維持していきたいと思って
います。
　しかしながら、交通局もひとつの企業で
すので、そのことが経営を圧迫したり、ま
た、バスと電車の料金体系の不均衡につい
て、多くの市民から指摘やご提言があった
場合は、再度検討していかなければならな
いと考えております。

交通局 ※市長回答のとおり

4 鹿児島市
地域消費者
リーダー

男性

④ 　市役所への消費生活に関する市民か
らの相談件数は、平成15年をピーク
に減っているが、70～80代の高齢者
に関しては増えている。
　高齢者の増加に伴って件数が増えて
いるという面もあるが、高齢者は悪徳
商法やオレオレ詐欺等に引っかかりや
すい。そして、被害を受けると、これ
まで築いてきた人生が無駄になり、悲
しい思いをすることになる。
　高齢者が安心して住めるまちづくり
を進めるために、私たちも努力してい
るが、市はどういう取組みを行ってい
るのか。

④ 　消費者問題に関する事案は段々減ってき
ており、消費者庁の設置や県・市の取組み
が功を奏していると思っていますが、逆
に、事案そのものは複雑多様化し、解決に
長い時間を要するものが増えてきていま
す。
　特に、お話のありました高齢者の被害は
増えてきており、その対策を立てることは
喫緊の課題だと思っています。
　高齢者の方々の見守りやオレオレ詐欺等
への対応につきましては、地域の民生委
員・児童委員協議会や地域包括支援セン
ター、県警等の関係機関で構成する「消費
者被害未然防止ネットワーク会議」を開催
して、お互いの情報を共有し、連携しなが
ら取組んでおります。
　今後とも、地域の各機関や県警、県と市
が十分連携を図りながら、消費者被害の未
然防止に取組んでいきたいと思います。

市民局 ※市長回答のとおり
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5 消費生活
情報連絡員
ＯＢ会

女性

⑤ 　坂之上に住んでいるが、市電は（谷
山方面に）どこまで延伸されるのか。

⑤ 　市電の延伸については、谷山地域でこれ
まで検討してまいりましたが、今は振り出
しに戻ったところです。
　今後、ＪＲ谷山駅から慈眼寺駅まで鉄道
高架化が実施されますので、その間にある
17か所の「開かずの踏切」が解消され、鉄
道で分断されていた地域が一体化されるこ
とになります。
　その中で、谷山電停からＪＲ谷山駅まで
市電を延伸するという話がありましたが、
そうすると、また「開かずの踏切」ができ
てしまい、これを解消するために、市電も
高架化しなければならなくなりますので、
費用対効果を考えると、市電の延伸は断念
せざるを得ないと結論を出しました。
　しかしながら、市電の延伸については、
今後、街づくりの観点から考えていく必要
があります。今、市電は黒字ですが、バス
は大幅な赤字ですので、交通局としてどの
ような対策を立てればいいか市も検討した
上で、延伸するか現状を維持するか判断し
ていきたいと思っていますが、今はまだ白
紙の状態でございます。

企画財政局 　谷山地区における路面電車の延伸の可能性について
は、平成14年度から17年度にかけて調査検討を行った
結果、費用対効果の面などから総合的に判断し断念せざ
るを得ないという結論に至ったところです。
　なお、谷山地区における路面電車延伸の意義として掲
げられていたJR谷山駅と谷山電停間の乗継ぎ機能の強
化については、現在進めている谷山駅周辺土地区画整理
事業及び谷山地区連続立体交差事業による道路等の環境
整備など、一体的なまちづくりを推進することにより改
善が図られるものと考えています。
　本市では、クルマに過度に依存しない、公共交通を軸
とした交通体系の構築に向けて、市民・交通事業者・行
政等が一体となった取組を進めるため、このたび「鹿児
島市公共交通ビジョン」を策定したところです。
　計画では、基本方針の１つに「特色ある公共交通を活
かしたまちづくりの推進」を掲げ、今後都市景観や観光
資源の面から、路線の新設の可能性など、路面電車のさ
らなる活用策の検討を行うこととしています。

ナチューレ

女性

⑥ 　軌道敷の緑化は現状までで終わりな
のか。
　谷山まで伸ばすのか。

⑥ 　市電軌道敷の緑化については、市内中心
部である鹿児島駅から郡元、鹿児島中央駅
までの併用軌道部分を、平成24年度までに
整備していきます。
　谷山方面につきましては、どういう形で
緑化ができるのか、検討しているところで
す。

建設局 　涙橋電停から谷山電停までの専用軌道区間について
は、現在、谷山電停と脇田電停付近に試験区間を設け、
バラスト軌道（砕石を敷いた軌道）を活かした植栽基盤
の構造や低管理型の緑化工法などの調査を行っており、
今後の緑化については、この調査結果などを踏まえ、検
討してまいります。

⑦ 　街の花壇について、郡元まではとて
もきれいに整備されているが、そこか
ら先は、谷山まで行くと町内会や老人
会が管理している花壇があるものの、
市が管理しているような花壇は見受け
られない。
　用地確保の問題もあると思うが、緑
化を含めた、きれいな軌道について、
どのように考えているのか。

⑦ 　花壇については、来年３月から５月にか
けて都市緑化フェアが開催されますので、
県と一緒になって、できるだけ市内に花と
緑がいっぱいになるように取組んでいま
す。
　今、軌道敷の中にも色々な花を植えてい
ます。谷山方面の軌道敷も緑化できれば、
もっと潤いや憩いが生まれると思いますの
で、今後の取組みを見守っていただければ
ありがたいです。

建設局 　本市では、花や緑につつまれた潤いの空間を創出する
ため、町内会や通り会等へ花苗の配布を行っての「花
いっぱい運動」を推進しています。
　また、谷山地区の市設花壇については、谷山電停前広
場ほか９箇所に花壇を設置し、年３回の植え替えを行っ
ています。
　道路との併用軌道敷における花壇については、年３～
４回植え替えを行い、芝生とともに花の育成管理に取り
組んでおり、専用軌道敷についても新たな観点から、緑
化のあり方を検討したいと考えております。

6
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7 ナチューレ

女性

⑧ 　谷山地区の通りにはイチョウが植え
てあるが、枝を短く切りすぎて、一年
中大きくならない状態が続いていると
ころがある一方で、葉っぱが多すぎて
電柱が隠れているようなところもあ
る。
　街路樹の剪定についての考え方はど
うなっているのか。

⑧ 　市内の木々の剪定等については、行政の
方でそれぞれの路線に植えてある木々の状
況を見て、地域の方々のご要望もお聞きし
ながら行っています。
　剪定は計画的に実施しているところです
が、お話がありましたように、地域の方々
からは、「葉っぱが散れるから剪定してほ
しい。」とか、「木陰が少ないから切らな
いでほしい。」など、色々なご意見があり
ますので、それぞれの木々の生育の仕方な
ども十分検討しながらやっていると思いま
す。
　今、本市では「まちと緑のハーモニープ
ラン」を策定しており、街に木々や花が
いっぱいになるように取組んでいます。

建設局 　市道上の街路樹の剪定については、良好な樹形を維持
することを基本としております。日照権、落ち葉等の問
題等により市民生活への影響も顕著になってきているこ
とから、剪定後の生長量などを考慮し、その樹木がおか
れている状況に応じた剪定を行うとともに、民家への越
境、信号や電線への影響など、必要に応じて障害となる
枝を剪定しております。

8 消費生活
研究会

女性

⑨ 　上町には、高齢者が運動できるよう
な設備が無く、今は吉野まで出かけて
いる。地域に小・中学校の体育館はあ
るが、昼間は使用できず夜間の開放の
みであり、以前、祇園之洲にあったＮ
ＴＴの体育館も無くなってしまった。
　高齢者が運動をしたいと思っても、
なかなか難しい状況にあるので、その
ような設備が上町にあればいいと思
う。

⑧ 　上町を含めた鹿児島駅周辺の整備につき
ましては、これまで「鹿児島駅周辺整備計
画」に基づき、県と市、ＪＲ等と協議をし
てきました。その中で、県は鉄道高架化を
計画し、市は区画整理を行うということで
話を進めておりましたが、県の財政状況が
大変厳しくなってきましたので、昨年、高
架化事業は断念したと聞いています。そう
なると、これまで計画してきたことが変
わってきますので、市としても区画整理を
するかどうか躊躇しています。
　現状の中で、上町振興や地域の核になる
施設について、まちづくりの観点から、早
急に検討していかなければならない課題で
あろうと思っています。今、ご意見が出た
ことも踏まえて、地域の皆さんともお話し
ながら、検討していければと思います。

建設局 　鹿児島駅周辺都市拠点総合整備事業では、今年度、
JR鹿児島駅を含む整備調査区域において、整備計画の
基本設計と旧国鉄清算事業本部用地の土地利用について
の検討において、民間の開発事業者等へのヒアリングな
ど土地活用ニーズ調査を実施することとしています。
　また、平成17年1月に「鹿児島駅周辺地区のまちづく
りの基本的な考え方」についての提言書の提出を受けて
おりますが、改めて、当該土地の有効活用に向けて抱か
れている希望や想いについて、地域の方々との意見交換
を行うこととしており、土地の有効活用に向けた方策を
検討してまいります。
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9 消費生活
研究会

女性

⑩ 　国道３号線の花野口交差点付近に、
不用物を集めて山積みしているところ
がある。景観が良くないし、歩道には
み出している。
　10年位前からその状態が続いてお
り、視察して、早急に対応してほし
い。

⑨ 　早速、現場を調査させたいと思います。 環境局 　10月26日に現地確認を行い、道路管理者である国道
事務所鹿児島維持出張所で話しを伺ったところ、歩道上
に置かれている品物については、不法占拠であることか
ら警察と連携し撤去指導を行っているが改善されない状
況とのことでした。
　また、翌27日に事業者へ、廃棄物に該当する物につ
いては適正な処理を行うよう指導するとともに、有価物
の保管についても景観に配慮するよう依頼を行いまし
た。
　今後も、廃棄物に該当する物については、適正な処理
を行うよう指導を行ってまいります。

10 消費生活
研究会

女性

⑪ 　軌道敷の緑化について、熊本市が、
鹿児島市の取組みに刺激を受け、九州
新幹線の全線開通に向けて、熊本駅周
辺で実施していると聞き、鹿児島市民
としてうれしく思っている。
　植えた芝は生き物であり、水が必要
になる。維持管理のために放水車を走
らせていると聞いた。軌道敷緑化に伴
う緑地の維持管理経費を、どれ位計上
しているのか。

⑪ 　軌道敷の緑化については、あちこちで取
組みを始めていますが、なかなか成功して
いないようです。本市の場合は、基盤にシ
ラスを使い、芝も鹿児島のシラスに適合す
るものを使って、上手くいっているのでは
ないかと思っています。
　この事業に着手する際には、色々とご意
見もありましたが、実施してみて、観光や
環境の面、精神的な面、騒音問題などで関
心が高まって良かったと思っています。
　維持管理は確かに大変ですが、交通局が
一生懸命ごみを拾い、また、芝を刈り水を
撒く電車も開発しました。水撒き、雑草の
駆除などの作業で、年間約２千万円ほどを
使っているのではないかと思います。
　確かに、維持管理にお金はかかります
が、今では、軌道敷にごみもほとんど無く
なり、また、市民の皆さんに街をきれいに
するという意識を持っていただく環境対策
の一環にもなり、数字には表せない大きな
効果があると思っています。
　市街地周辺に緑を多くして、潤いのある
街をつくっていければと思います。

建設局 　市電軌道敷の芝生の維持管理費については、芝刈や散
水などに要する経費として、年間約2千万円かかりま
す。
　芝刈・散水電車の完成に伴い、今年度から維持管理業
務の一部を交通局へ委託し、作業の効率化を図るなど、
今後とも維持管理コストの縮減を進めてまいります。
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発　言　内　容 市　長　回　答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等

11 消費生活
情報連絡員
ＯＢ会

女性

⑫ 　HTLV-1の病気の予防に関して、妊
婦健診時の公費負担について鹿児島市
の状況はどうなっているのか。
　予防だけはでなく、キャリアの方へ
の相談窓口を設けてほしい。

※HTLV-1とは、成人T細胞白血病ウ
イルスのこと。感染経路として、ウイ
ルスを持った母から子への母乳を通じ
た母子感染などがある。

⑫ 　本市では、安心して子どもを産み育てる
ことができる環境を作っていくことが、市
政の重要な課題だと思っています。
　HTLV-1の抗体検査につきましては、平
成20年度から妊婦健診の初回健診で行う本
市独自の検査項目として、すでに公費負担
を実施しております。妊婦の健康診査につ
いても、21年度から回数を14回まで増や
して、公費負担で行っています。
　HTLV-1に感染した方たちへの対応につ
いては、保健所を中心に、相談をしていた
だけるような体制を整えていければと思い
ます。

健康福祉局 　HTLV-1については、保健所及び保健センターにお
いて随時相談を受け付けており、専門医療機関の紹介や
家族への感染防止、健康管理の方法等について指導・助
言を行っているところです。HTLV-1に関する相談の
実施については、今後も市の広報誌等を通じて周知を
図ってまいりたいと考えております。

※妊婦健診時の公費負担については、市長回答のとおり

12 ナチューレ

女性

⑬ 　鹿児島中央駅周辺で車を駐車場にな
かなかとめられない。九州新幹線が全
線開通すればもっと混雑すると思う
が、駐車場や交通渋滞の問題をどのよ
うに解消していくのか。

⑬ 　このことは長年の懸案で、ここまで交通
量が多くなるとは予想していなかったため
に、県・市・ＪＲ等の関係機関の対策が遅
れているというのが現状です。九州新幹線
の全線開通に伴い、これまで以上に人は増
えていくと思います。
　そういった中で、東口と西口で、それぞ
れ関係機関による協議会を作っていますの
で、そこで十分協議しながら対策を立てて
いきたいと思います。今、張り付いている
ものを壊して、新しいものを造っていくと
いうのはなかなか難しい面がございます
が、交通の流れや駐車場を設けることにつ
いて、検討していかなければならないと
思っています。
　お話のあったことは、多くの方からご要
望をいただいている大きな課題ですので、
なかなか活路が見出せない状況ですが、タ
クシー協会やトラック協会、バス協会、商
工会議所、県、ＪＲなどの関係機関と協議
をしながら、一生懸命取組んでいきたいと
思います。

企画財政局
建設局

（企画財政局）
　中央駅周辺においては高速道路無料化の社会実験の影
響などもあり、交通渋滞が激しくなっている状況であり
ますが、この問題については、本市のみで対応できるも
のではありませんので、県警など関係機関・団体と十分
な連携を図り、現状や課題について共通の認識を持った
うえで、ハード面の制約がある中で何ができるのかを協
議検討しながら対策を立てていきたいと考えています。
　なお、周辺道路の効率的な信号処理や駅前広場の機能
的な使い方など、個々の項目については、現在、関係機
関と協議を進めているところです。

（建設局）
　鹿児島中央駅周辺の交通問題については、関係機関と
連携を図りながら、問題解消に向けた取組みを行ってい
きたいと考えているところでございます。
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消費生活
研究会

女性

⑭ 　魚類市場の再整備について、中心市
街地活性化基本計画が平成24年度ま
での5年計画で策定されているが、
ウォーターフロント地区の海の玄関で
ある鹿児島港本港区エリアの事業案の
中に、魚類市場が入っていないのは寂
しいと思う。
　鹿児島中央駅からナポリ通り、市立
病院を経て直進すれば魚類市場に突き
当たる。ここを単なる流通取引だけの
会場とせず、東京の築地のように、一
般の方も入れるような多面的な施設に
できないか。

⑭ 　魚類市場については、今、計画を立てな
がら、整備を進めていきたいと思っていま
す。お話がありましたように、魚類市場の
立地は、ナポリ通り・パース通りを抜け
て、直進したところにございます。
　私は、鹿児島市を回遊性の高い街にして
いきたいと考えています。本市の歴史や文
化、自然、温泉のほか、黒豚やカンパチな
どの食は、他都市に比べて素晴しいものが
ありますが、鹿児島に新たな魅力を創出し
ていくために、回遊性の高い街づくりを進
めています。
　その一環として、ナポリ通りやパース通
り、北埠頭、鹿児島駅周辺といったところ
まで回遊できる街づくりを進めていきたい
と思っています。回遊していただくために
は、各地点に歴史や自然、食に関するもの
などを点在させて、それらを結びつけるよ
うなまちづくりが必要になってきます。
　その中で、今、お話のありました魚類市
場を整備するに当たって、流通施設という
観点だけでなく、観光の拠点・食の拠点と
して活用することについて、「魚類市場整
備検討委員会」の中で論議をしながら、方
向性を決めていただきたいと思います。

経済局 　市長回答のとおり、今後も「魚類市場整備検討委員
会」において検討してまいります。

⑮ 　市立病院が平成27年度にJT跡地に
移転すると聞いている。
　病院の跡地は非常に立地が良いの
で、例えば、既存の建物を生かしなが
ら、スポーツなど市民が自由に使える
ような施設を作ってほしい。

⑮ 　市立病院は、平成27年度にJT跡地に移転
することとしており、ここが、鹿児島県内
の救命救急や色々な診療の中心的な病院に
なるものと思っています。
　跡地の活用につきましては、移転まで
に、市立病院と市で協議を進めていかなけ
ればならないし、市民の皆さんのご意見も
十分お聞きしながら検討していきたいと思
います。中心市街地に近い一等地で、パー
ス通りとナポリ通りの結節点ですので、有
効活用を図らなければならないと思ってい
ます。

市立病院 　病院跡地の活用については、病院建設の財源確保とい
う財政面を踏まえ、その方法について市長部局と協議し
てまいります。

13
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14 ナチューレ

女性

⑯ 　鹿児島の銭湯の90％は温泉だと言
われている。また、鹿児島市内にはビ
ジネスホテルがたくさんある。
　観光振興策として、銭湯とビジネス
ホテルがタイアップできれば、宿泊客
の増加に繋がるのではないか。そし
て、函館や長崎のように、朝は魚類市
場に行って食事をするといったよう
な、市場を上手く活用する方法はない
か。

⑯ 　先週、九州市長会を鹿児島で開催し、多
くの市長さんをお迎えしたので、「市内の
銭湯の多くは温泉です。」という話をした
らびっくりされていました。これまでも、
温泉については観光ポスターなどで情報発
信をしてきたつもりですが、私たちの情報
発信がまだまだ足りないのだと感じまし
た。
　お話のありましたことについては、それ
ぞれの業界を束ねているホテル協会や浴場
組合との連携が図れればと思います。
　温泉についてはこれまでも情報発信をし
てきていますが、今は、ホテルとの連携は
できていないところですので、新幹線の全
線開通に向けて、鹿児島の大きな目玉とし
て、話をしてみたいと思います。

経済局 　温泉の情報発信については、観光ポスターをはじめ、
市内の温泉の情報を掲載したガイドマップの作成をし、
ＰＲを行なっています。21年度には、４ヶ国語版のガ
イドマップを作成しました。
　新幹線の全線開業に向け、これらをさらに活用し、広
く鹿児島の温泉の魅力を発信してまいります。
　また、銭湯とビジネスホテルのタイアップについて
は、現在ガイドマップを各ホテルに配布し、活用しても
らっていますが、今後さらなる連携について他都市の実
例を研究するとともに、働きかけを行ってまいります。

　現在、県ホテル旅館組合が宿泊客を対象に魚市場体感
ツアーを行っており、本市としても、多くの方々に市場
を訪れていただけるよう情報発信に努めてまいりたいと
考えております。

ナチューレ

女性

⑰ 　現在、城西通り沿いで電線類の地中
化工事を行っており、鶴丸高校前まで
を予定しているようだが、武の方面で
はそういう話を聞かない。
　今後、どこまで施工する予定なの
か。

⑰ 　電線類の地中化については、計画に基づ
いて実施していますが、九電や水道局、ガ
ス会社などの関係団体があって、お互いに
連携し、負担もしなければならないので、
なかなか大変な仕事です。
　今、お話のありましたように、鶴丸高校
までは実施していますが、その後について
は、関係団体と協議しながら進めていかな
ければならないと思います。

建設局 　電線類の地中化及び道路整備については、平成20年
度から鶴丸高校前の整備を行っており、平成24年度に
完成する予定です。
　中央駅西口交差点から武町交差点間については、鶴丸
高校前の整備に引き続き、計画しているところです。

⑱ 　電線類の地中化工事にあたって、今
まであったアオギリが抜かれ、花壇が
なくなってアスファルトで固められて
いるところがある。
　緑化については、どう取組んでいく
のか。

⑱ 　緑化の問題につきましては、私は鹿児島
を花と緑でいっぱいにしたいと考えていま
すので、事業の実施に支障が無い限りは、
木も花壇も残したいと思っています。
　事業を進めている担当部局にも、話をし
ておきたいと思います。

建設局 　電線類の地中化工事にあたり、歩道上にあるアオギリ
等が支障になることから、樹木を移植したものであり、
今後植栽について地域の方々と協議の上で、緑の減少に
つながらないよう街路樹の適正な配置に努めてまいりま
す。
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